別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：交通安全対策推進費
	事業名: 交通遺児激励金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　環境生活部　環境生活政策課　生活・交通安全担当　電話番号：058-272-1111（内2391）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11260@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：4,693千円（前年度予算額：4,723千円）
	事業内容


	１　事業の内容


交通事故で親等を亡くした高校生以下の遺児に対し、「こどもの日」に合わせて激励
金を支給することにより、くじけることなく健やかに、たくましく成長し、勉学に励む
ことができるよう激励する。
＜支給対象＞

　　毎年５月５日現在、親等を交通事故により亡くした、義務教育終までの遺児及び
高等学校在学中までの遺児（ただし２０歳以上の者は除く）
　　・親　　等…生計を共にしている父母又はそれに代わる者
　　・交通事故…道路交通法第72条に規定する交通事故
　　　　　　　　※車両等の交通による人の死傷又は物の損壊

＜激励金支給額（１人当たり）＞

	乳幼児・小学生
	中学生
	高校生（20歳未満）

	15千円
	20千円
	25千円


	２　所要経費


・報償費（交通遺児激励金）　　　　　　　　　4,605千円
・消耗品費（感謝状用紙等）　　　　　　　　　　 14千円

・印刷製本費（感謝状印刷）　　　　　　　　　　 35千円

・役務費（感謝状筆耕、郵便代）　　　　　　　　 39千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる

・交通事故防止のための環境整備を進める
	２　これまでの取組状況


交通事故で親御さんを亡くされた遺児に対し、激励金を支給する取り組みを昭和44年

度から実施している。

交通遺児に対する県民からの激励の思いは強く、毎年、多額の寄付をいただいており、

当該寄附金を激励金の財源に充当している。
	３　これまでの取組に対する評価


　交通遺児に対する県民の思いやりの気持ちが激励金という具体的な形になることで、

交通遺児を出さない、ひいては交通事故撲滅という県民意識の高揚につながっている。

	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	4,723
	
	
	
	
	4,635
	
	
	88

	要求額
	4,693
	
	
	
	
	4,605
	
	
	88

	1月15日時点査定額
	4,693
	
	
	
	
	4,605
	
	
	88

	決定額
	4,693
	
	
	
	
	4,605
	
	
	88


